
 

 

 第２次小田原市環境基本計画の改訂に対する市民意見の募集結果について 

 

１ 意見募集の概要 

政策等の題名 第２次小田原市環境基本計画の改訂 

政策等の案の公表の日 平成２９年５月１５日（月） 

意見提出期間 平成２９年５月１５日（月）から平成２９年６月１３日

（火）まで（郵送の場合は、当日消印有効） 

市民への周知方法 意見募集要項の配布（市内公共施設、ホームページ） 

２ 結果の概要 

  提出された意見は、次のとおりです。 

意見数（意見提出者数） ４５件（３人） 

 インターネット ３人 

 ファクシミリ ０人 

 郵送 ０人 

 直接持参 ０人 
 

無効な意見提出 ０人 

３ 提出意見の内容 

  パブリックコメントで提出された意見の内容とそれに対する市の考え方は、次のと

おりです。 

 〈総括表〉 

区分 意見の考慮の結果 件  数 

Ａ 意見を踏まえ、反映したもの １７ 

Ｂ 意見の趣旨が、既に反映されているもの ３ 

Ｃ 今後の検討のために参考とするもの １１ 

Ｄ その他（質問など） １４ 

   



 

〈具体的な内容〉 

（１）環境基本計画の内容に関すること（１５件）  

  意見の内容（要旨） 
区

分 
市の考え方（政策案との差異を含む。） 

1 

 １７ページ 意識調査が７年前の数

字で全くあてにならない、東日本大震

災などで市民の意識も大きく変化して

いると思われるので、ここで改定する

に辺りもう一度調査を行うべきでは？ 

C 

 今回は計画期間内の中間的な見直しであ

り、基本目標や基本施策の変更を行わない

ため、全面改訂時等にしかるべき調査を実

施したいと考えております。 

2 

 １９ページ 意識調査が７年前の数

字で全くあてにならない、原子力発電

所の停止などで企業の意識も大きく変

化していると思われるので、ここで改

定するに辺りもう一度調査を行うべき

では？ 

C 

 今回は計画期間内の中間的な見直しであ

り、基本目標や基本施策の変更を行わない

ため、全面改訂時等にしかるべき調査を実

施したいと考えております。 

3 

 ２６ページ 平成３４年度の目標に

すでに平成２７年度の実績で達成して

いるものが見受けられるが、目標の見

直しは行わないのか？ 

C 

 今回は計画期間内の中間的な見直しであ

り、基本目標や基本施策の変更を行わない

ため、全面改訂時等にしかるべき見直しを

実施したいと考えております。 

4 

 ５ページ 第 5 次小田原市総合計画

後期基本計画の中で、第２次小田原市

環境基本計画が主な個別計画として記

載されていますが、図表１－１では並

列で記載されています。この環境基本

計画は総合計画の配下にある計画とい

う認識でよいのでしょうか？ 

D 

 環境基本計画は、総合計画の基本計画を

補完する個別計画として位置づけていま

す。 

5 

 ５ページ 環境の分野の範囲が「小

田原市の風土、景観、歴史、文化な

ど、小田原らしさを形成するものまで

を含めます。」とあるが、範囲が広す

ぎるのでは？ 

小田原市美しく住み良い環境づくり基

本条例の第６条の範囲において影響を

及ぼす計画であるべき。風土、歴史、

文化はその他で括るには大きすぎる。 

D 

 小田原市の風土、景観、歴史、文化など

は、自然環境の影響を受けて成り立ってき

たものであるとの認識から、環境基本計画

の範囲とし、環境行政を総合的かつ計画的

に進めていきたいと考えております。 

6 

 ８ページ 図表２－３からは、田畑

が減少して、都市的土地利用が増えて

いることは見えるが、山林は増加して

おり、単純に自然的土地利用から都市

的土地利用への転換が進んでいるとは

言えないのではないか？図表２－１，

２－２は昭和３０年からの推移だが、

図表２－３は昭和６０年からで圧倒的

に情報不足。 

A 

 適切な表現に文章を修正いたします。 

 また、図表については、可能な範囲で表

記します。 

7 

 ８～９ページ 小田原市のみで温暖

化が起こっているわけではなく、単純

にこれだけの情報で地球温暖化の影響

と断定は出来ないのでは？ 

B 

小田原市のみで地球温暖化が起こるわけ

ではありませんが、長期的傾向として気温

が平年よりも高いといった状況をもとに地

球温暖化の影響が本市にも現れていると考

えました。 



 

8 

 １０ページ 大型哺乳類はイノシシ

が見られるのみということは、小田原

の人工林において鹿や熊は絶滅したと

言うことでしょうか？ 

A 

 適切な表現に修正いたします。 

 なお、小田原市域では、シカは目撃・捕

獲数ともに増加傾向で、クマは目撃情報が

年１～２件あるかないか程度で生息は確認

されていません。 

9 

 １５ページ 図表２－１５で緑地は

総面積で公園は一人あたりの面積で表

記されてわかりづらい、前述の成果の

中で都市公園を含めた緑地面積が増加

しているとあるので、公園も総面積を

出したほうがよい。 

C 

 本指標は、「小田原市みどりの基本計

画」（計画期間 平成８（1996）年～２７

（2016）年）によるもので、また、今回は

計画期間内の中間的な見直しであり、進捗

管理指標等の変更は行わないため、全面改

訂時にしかるべき見直しを実施したいと考

えております。 

 なお、都市公園の市民一人当たり面積の

標準は、小田原市都市公園条例により 10

㎡/人と定めており、都市公園の整備につ

いては、この数値を目標として計画を進め

ています。 

10 

 ２１ページ 検索エンジンで「海の

城下町」と検索しても、小田原を歌っ

た歌謡曲１曲のみしか表示されない。

これだけで海の城下町と言われるとは

言えないのではないか？ 

D 

 海に面した城下町として発展してきたこ

とを踏まえ、「海の城下町」という表現を

用いています。 

 今回は計画期間内の中間的な見直しであ

るため、全面改訂時に適した表現について

検討いたします。 

11 

 ３４ページ 小田原市エネルギー計

画において、平成３４年度までに市内

太陽光発電施設を 115,427kW 分設置す

ると定めており、当然太陽光+それ以外

の再生可能エネルギーとなる基本計画

の目ざす方向はそれ以上の数値であっ

てしかるべきだが、109,695.0kW となっ

ているため、数値を上方修正された

い。 

D 

 小田原市エネルギー計画では、平成３４

（2022）年度の市内電力消費量を平成２２

（2010）年度の電力消費量から 10％削

減、市内の再生可能エネルギーによる発電

量を市内電力消費量の 10％とするという

目標を掲げています。この目標が達成され

た平成３４（2022）年度の再生可能エネル

ギーによる発電量は 123,359 千 kWh と想定

しており、太陽光発電のみで賄うと

115,427ｋＷの出力が必要となります。し

かし、エネルギー源の分散化を目指し、太

陽光発電よりも発電効率のよい再生可能エ

ネルギー源の活用も想定した場合、出力は

少なくて済むことから、目標値を

109,695kW として設定しているものです。 

12 

 ３９ページ 外来生物捕獲数の目指

す方向が、実績値よりも少ないです

が、実績値の捕獲を進めていけば外来

生物数が約半分になるという認識なの

でしょうか？ 

D 

 「実績値の捕獲を進めていけば外来生物

数が約半分になる」と見込んでいるもので

はなく、各取組や事業を進めることで、外

来生物数が基準年度の水準になるよう目指

していくものです。 

13 

 ４１ページ 緑地面積は実績が目標

に達成できませんでしたが、今後どう

するかを決めるべきでは？ 

D 

 本計画に記載の緑地面積の目標は、「小

田原市みどりの基本計画」（計画期間 平

成８（1996）年～２７（2016）年）による

ものとなっています。新たな計画（「おだ

わらみどりの創生プラン」目標年次：平成

３４（2022）年）が策定されたところです

ので、全面改訂時にしかるべき見直しを実

施したいと考えております。 



 

14 

 ４５ページ 狂犬病予防接種と畜犬

登録はマナー啓発事業ではなく、狂犬

病予防法に基づく事業では？ 

D 

 ○○法に基づく○○事業という意味合い

での記載ではなく、総合計画に位置付けら

れている事業としてその名称で記載してい

ます。 

15 

基本目標１ 参加と協働により、多様な

主体が環境を守り育てるまちを目指し

ます に関して 

(1)環境学習事業に関して 

 小・中学校における体験を中心とし

た環境学習プログラムとは、今後どの

ような姿を目指しどのような内容を計

画されているのでしょうか(平成 27 年

度活動実施数実績 5 件に対し、34 年度

の目標 50 件とありますが)。 

D 

 現在、小・中学校を対象に、間伐体験や

間伐材を用いた木工体験を主な内容とした

環境学習を学校のニーズに沿って実施して

いるほか、各校区の地域特性を考慮し、身

近にある自然の観察を行っております。こ

れにより、森林保全意識や、森林資源の地

域内循環（間伐材利用など）、森・里・

川・海の連環などへの関心を高めることを

目指すとともに、将来的に環境改善活動の

担い手になっていただけることにも期待

し、継続・拡大して実施してまいりたいと

考えております。 

 

（２）記載方法に関すること（１９件）  

  意見の内容（要旨） 
区

分 
市の考え方（政策案との差異を含む。） 

1 

 目次の番号振りが第１、２、３、

６，７章は、１→（１）で、４、５章

はⅠ→（１）となっているのは何か使

い分けの意味があるのでしょうか？ 

D 

５つの基本目標については、「Ⅰ、Ⅱ

…」と表記して他の番号と区別しており、

第４章と第５章は基本目標ごとに具体的な

取組について記載しているため、それが分

かりやすい表記にしています。 

また、より分かりやすい番号のつけ方に

修正します。 

2 

 目次の中で、「～～を目指しま

す。」とあるものと「～～を目指しま

す」と読点があったりなかったりしま

すが、何か使い分けの意味があるので

しょうか？ 

D  表記を統一いたします。 

3 

 平成○○（20xx）年と和暦と西暦を

併記しているが、非常に読みづらいた

め、どちらかで統一して欲しい。第１

章１の（１）の最初は「小田原市で

は、平成７年を「環境元年」と位置付

け、」と西暦を併記していないため、

これに準じて全て和暦で表記してほし

い。また、併記するにしても、「平成

１０（1998）年３月に策定し、～～」

や「平成１８年（2006）に計画を改訂

し、～～」と平成○○（20xx）年や平

成○○年（20xx）と表記が統一されて

いないため、これも統一されたい。 

 同様に、計画中の図表の中も、西

暦、和暦、昭和を S 平成を H と略すな

どが入り混じっているため統一して欲

しい。 

D 

 本計画の計画期間は平成 34（2022）年

度までとしておりますが、計画期間中に新

たな元号に代わることが想定されるため併

記しています。また、併記漏れ等について

は追加・統一いたします。 

 なお、表中の表記（指標等）について

は、枠の関係で和暦表記のみにしておりま

す。 



 

4 

 ５ページ 涵養だったりかん養だっ

たり表記にブレがあります、修正され

たい。 

A  「かん養」に統一いたします。 

5 

 ７ページ 「本市の人口は～～」と

あるところが「本市の口は～～」とな

っている修正されたい。 

A  修正いたします。 

6 

 ７ページ 図表２－２には表上部に

（人）があるが、図表２－１には無

い、追加して欲しい。 

A  追加いたします。 

7 

 ８ページ 図表２－４は年間降水量

と気温の推移とあるが、このグラフか

らは一切降水量と気温の推移は読み取

れない。全国平均との差しか記載され

ていない。 

A 
 本図のタイトルを適切な表現に修正いた

します。 

8 

 １０ページ 図表２－７でその他の

みがパーセント表示となっているので

ヘクタール表記にしてください。 

A 
パーセントとヘクタールを併記するとと

もに、数値を更新いたします。 

9 

 １５ページ 図表２－１４で平成２

６年度のみ、ｈａが半角のため修正さ

れたい。 

A  修正いたします。 

10 

 ２０ページ 「持続可能な環境共生

都市 小田原」とあるが、計画中で

「持続可能な環境共生都市小田原」と

都市と小田原の間が開いていないもの

もある。どちらが正しいのか？ 

D 

 タイトル部分のみ「持続可能な環境共生

都市 小田原」と表記し、本文中はスペー

スなしで表記しています。 

11 

 ２０ページ 「小田原は首都圏にあ

りながら、山、川、海、水田や畑など

の農地、里山、～～」と書かれた後に

「海、山、川、田畑、里山など様々な

環境側面という～～」となり、「森・

里・川・海オールインワンのエコシテ

ィ・小田原」と山、川、海、水田、

畑、森、里などが順番も中身もバラバ

ラで表示されていて気持ちが悪い、統

一的な記載にして欲しい。 

D 

 事業名や文脈を考慮してそれぞれの記載

をしています。なお、同意義の箇所は同一

の表現に修正いたします。 

12 

 ３４ページ 表内「目ざす方向」と

あるが、３２ページでは「目指す方

向」となっているため統一されたい。 

A  表記を統一いたします。 

13 

 ３６ページ ２４ページと５Ｒの説

明の修正等が異なっているため統一し

たほうがよい。 

A  統一いたします。 

14 

 ４２ページ 小田原市地域耕作放棄

地対策協議会」」と閉じ括弧が１つ多

いので修正されたい。 

A  修正いたします。 

15 

 ４３ページ 都市公園面積、都市公

園等面積共に市民一人当たりのが抜け

ているのではないか？ 

A 
 「（市民一人当たり面積）」の記載をし

ます。 

16 

 ４４ページ 「小田原市は身近な河

川～～再生を進めます。」の左のイン

テンドがおかしいので、修正された

い。 

A 
 レイアウトの見直しを行い、見やすいよ

うに修正いたします。 



 

 ４９ページ 「農業用水路への～～

適切に処理します。」の左のインテン

ドがおかしいので、修正されたい。 

 ５０ページ 「道路の舗装面を適正

に管理し、車両通行に伴う騒音や振動

発生を抑制します。」の左のインテン

ドがおかしいので、修正されたい。 

17 

 ５５ページ 「生息地の保全管理活

動やそ、のための啓発を行います。」

と句点の位置がおかしいため修正され

たい。 

A  修正いたします。 

18 

 ７２ページ ＰＤＣＡサイクルの図

ではＰｌａｎだが、右ではＰＬＡＮと

表記がブレているため統一したほうが

よい。 

A  統一いたします。 

19 
 取り組み、取組み、取組の使い方を

全体的に見直したほうがよい。 
A  名詞を「取組」に統一いたします。 

 

（３）その他（１１件） 

  意見の内容（要旨） 
区

分 
市の考え方（政策案との差異を含む。） 

1 

 環境整備のひとつとして、電柱の埋

設化を積極的に今以上に推進する事が

必要と思います。新しい工法を取り入

れて安いコストで推進してほしい。電

柱がないだけでも町の雰囲気が随分変

わります。 

C 
 今後の政策の参考とするため、所管部署

に共有させていただきます。 

2 

 低炭素社会の構築も温暖化防止に必

要ですので、自分ができることから始

めています。車の暖・冷房、特に冷房

は極力抑え、30°C 以上の時のみ使用す

ること。ちなみに、ハイブリッド車は

一代目から使用しています。 

C 
 今後の政策の参考とするため、所管部署

に共有させていただきます。 

3 

 野外でのごみの焼却の禁止も十分市

民に伝わるように周知徹底が必要では

ないですか。特に、下曽我地区は農家

が多いので剪定した枝・木の処理方法

(埋設など)の検討が必要と思います。 

C 

 今後の政策の参考とするため、所管部署

に共有させていただきます。 

 なお、剪定枝等については、燃せるごみ

として分別処理していただくか、環境事業

センターへの持ち込みをお願いしていま

す。 

4 

 下曽我地区は下水道ができていない

ので浄化槽中心ですが、浄化槽の掃除

代も以前よりずいぶん値上がりしてい

ます。これでは下水道代とそんなに変

わらないのではと思います。下曽我地

区にも、是非下水道の推進を節に望み

ます(税金は同じように納めていますの

で)。 

C 
 今後の政策の参考とするため、所管部署

に共有させていただきます。 

5 

 ３７ページ 生ごみ堆肥化推進事業

に関して、生ごみ堆肥化実践世帯数

8000 件(平成 30 年度)の目標達成と市民

の環境意識啓発のため、緑化事業や学

C 

緑化事業をはじめとする各種イベントへ

の参加や、小学校でのごみに関する授業の

などの機会を捉え、生ごみ堆肥化推進事業



 

校行事などとの連携をもっと広げたら

よいのではと考えます。小田原フラワ

ーガーデンや小学校のイベントなどで

の生ごみ堆肥化事業の普及活動、フラ

ワーガーデンやまちなか公園での生ご

み堆肥を使った花壇の普及活動などを

通し、堆肥化実践世帯のすそ野をもっ

と広げる、市民ガーデナーにもっと興

味をもっていただくことにつながるの

ではと考えます。 

のＰＲを行っていますが、今後も様々な機

会を捉えて、普及活動を行っていきます。 
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 ３７ページ 生ごみ堆肥化推進事業

に関して、生ごみ堆肥化を実践されて

いるかた(希望者)に、"生きごみ小田原

プロジェクト"のステッカーを配布され

て、普及を図ってはいかがでしょう

か。 

C 
 今後の施策の一例として参考にさせてい

ただきます。 
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 ３７ページ 生ごみ堆肥化推進事業

に関して、事業系の生ごみについて

は、今後どのような取り組みを検討さ

れているのでしょうか？ 

D 

 事業者から排出される生ごみについて

は、その削減と資源化に向けた啓発活動を

検討していきます。 
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 ４０ページ 自然観察会開催事業に

関して、参加者を増やすため、自然観

察会開催案内を、広報に加えおだわら

環境メール、小田原市のＳＮＳ、小田

原環境志民ネットワークのＳＮＳなど

でも発信していただけないでしょう

か。広く情報発信されることで、自然

観察指導員資格などを持っていながら

活用できていないかたへの興味喚起に

もつながるのではと考えます。 

B 

 既に自然観察会開催事業については、広

報小田原、市ホームページ、環境メールニ

ュースといった方法で周知を図っていると

ころですが、より広く参加者を募る方法を

検討してまいります。 
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 ４３ページ まちなか緑化支援事業

に関して、核家族や高齢化などによる

地域の緑の担い手不足の懸念に対し

て、市民ガーデナーを公募したらいか

がでしょうか。現在の担い手のかたと

一緒に、自宅庭のみでなく身近な公園

や駅前広場などでも草花を育ててみよ

うと思っていられるガーデナーさん、

きっといらっしゃると思います。 

C 
 今後の政策の参考とするため、所管部署

に共有させていただきます。 
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 １ページ 「平成１９（2007）年６

月に「小田原市地球温暖化対策地域推

進計画」を策定し、温室効果ガスの削

減に取り組んできました」部に PDF の

ゴミが存在するので取り除かれたい。 

 １２ページ 「ダイオキシン類の測

定は、平成１１年施行のダイオキシン

類対策特別措置法に基づき、平成１２

年度から測定が開始されました。」部

に PDF のゴミが存在するので取り除か

れたい。 

A  対応いたします。 



 

以上 
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 ３７ページ ごみ減量意識啓発事業

に関して、市民(大人)のさらなる環境

意識啓発のひとつとして、ごみ処理や

資源リサイクルの現場を見学する機会

を(自治会単位などで)設けてはいかが

でしょうか。 

B 

 現在、小田原市環境事業センターでは、

清掃工場での焼却処理やリサイクルセンタ

ーでの資源物の中間処理について施設見学

を実施しています。 


